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みんなで協力して
いちはやくマンション全戸の安否を確認せよ！
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町会・自治会・管理組合・学校・施設・企業・地域団体などに、無料で貸し出しいたします。
1セットから10セット単位でも貸し出し可能。ご希望の方は、以下までお問合せください。
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UDCTak事務局　（板橋区都市整備部 高島平グランドデザイン担当課）

ご
無
事
で
す
か
ー
？

２階は俺にまかせろ！



TENPEN

　ご近所さん安否確認ゲームの開発にあたって
大東文化大学社会学部講師　飯塚裕介

（UDCTakディレクター）

● 防災ゲームの開発にいたった経緯
東日本大震災のとき、防災系コンサルタントとして、
消防団をはじめとする地域の方々の防災教育に係
る仕事をしていました。その中で、全国どこでもでき
る「図上訓練」用に様々な地理的条件や想定される
災害パターンを組み込んだ防災教育キットをつくり、
これをつかって出張講義をしながら、防災教育に取
り組んでいたのですが、その時に感じたのは、限ら
れた人数で全国をまわっても限界があるということ
です。指導者がいなくても、高齢者や子どもたちが
勝手にできて、防災力の向上につながるようなもの
ができないか、という思いから、ボードゲームという
アイデアが生まれました。
もともと、私の実家にボード
ゲームが沢山あり、家族で
よくやっていたので、ボード
ゲームには親しみがありま
した。大学に来て、最初に
取り組んだボードゲーム
「ＴＥＮＰＥＮ」は、その図上
訓練用の防災教育キットを
もとに開発したものです。

● ゲームで災害時の状況判断を体験する
ゲームである以上、ゲーム自体が楽しくないといけ
ません。そのためには多少内容をそぎ落としてでも、
「またやりたい」と思ってもらえるようなものにしたい
と考えています。一方でゲームだからこそ、できるこ
とがあります。それは、災害時に能動的に状況判断
するきっかけを与えるということです。東日本大震災
のあと、防災力を高めるためには、教わったものを
覚えておしまいではなくて、自分で状況判断して考
えることが大事だと言われるようになりました。こうし
た状況判断は、「教育」としてはなかなか教えられる
ものではありませんが、ゲームを使うことで、考える
きっかけを与えることができます。まずゲームで考え
るきっかけを得て、そこからさらに「自分のマンショ
ンはどうなんだろう」と具体的に考えることにつなが
れば、防災として本当の意味をもってきます。

● なぜ「安否確認」をテーマとしたか
「ＴＥＮＰＥＮ」のあと、新しい防災ゲームを作るた

め、テーマとすべき題材を探していました。
UDCTakが2016年度に設立されたこともあり、大
学にも近い高島平における防災上の課題について
いろいろ調べていました。そのなかで浮かび上がっ
てきたのが、特に団地において単身高齢者世帯が
多く、災害時に安否がわからないということでした。
もともと避難の問題を考えていたのですが、災害時
の避難指示・判断について地域の方々にうかがっ
た際、「避難の指示命令系統がよくわからない」「避
難すること自体考えてもいない」という状況が見え
てきました。これでは災害が起きた際、それぞれの
住民の安否が全くわかりません。家の中で高齢者
が倒れていてもわからないというのは大きな問題
で、どの災害にも共通する課題だと気づきました。

● 安否確認ゲームの開発経緯
「安否確認ゲーム」は2016年度につくり始めて、
2017年度にバージョン①、2018年度にバージョン
②と改良を重ね、今年度さらにバージョン③として
量産化しました。それぞれの段階でUDCTakのイ
ベント（グリーンテラス等）でも体験会を行い、地域
の方々からの意見をいただき、ルールを少しずつ改
良してきました。例えばバージョン①は単に4人のメ
ンバーで行うというものでしたが、バージョン②では
4人のプレイヤーに「防災リーダー」「高齢者」等の
属性を入れました。今回バージョン③では、「高齢
者」でも役に立てる部分をつくるなど、各属性に得
意・不得意をつけ、逆にアイテムカードをなくしてシ
ンプルにしました。

● 安否確認ゲームの概要
本ゲームは大災害時の中高層集合住宅を舞台に、
4人のプレイヤーが協力して安否確認をしていく協
力型のボードゲームです。各プレイヤーはサイコロ
を振って出た目の数だけ移動や安否確認といった
アクションを行います。所定の回数（ターン数）以内
に、皆で協力して安否不明の部屋をなくすことがで
きればゲームクリアとなります。各プレイヤーはゲー
ム開始時に消防団員、成人、中高生、高齢者のいず
れかを割り当てられており、それぞれに出た目でで
きるアクションが異なるので、それぞれの得意・不得
意に応じた役割分担も重要となります。
このゲームで特に伝えたいことは、若者から高齢者
まで、それぞれにできることがあるということです。そ
れぞれが効果的に役割分担することで、建物全体
の安否確認が進むということです。

もう一つは、自分が無事であることを示すことで、無
事じゃない人の安否確認が速やかに終わるという
ことです。集合住宅では、安否確認シートを扉や郵
便ポストに掲示するルールをつくっているところが
ありますが、そのルールが浸透していないケースが
あります。このゲームでは、最初に安否確認がわ
かっている部屋が沢山あると早くクリアできるので、
そういうメッセージも伝えられると思います。誰でも
できる一番簡単なことは、自分が無事であることを
伝えることなのです。

● 多くの方に体験していただくために
2020年1月には、都立高島高校の授業の一環とし
て体験会を行いました。参加した高校生からは「安
否確認は地域全体で行うことが大切と分かりました
」「実際に災害が起きたときに若い人の力が必要に
なるのを感じました」「今回の授業を受けなかったら
隣人が誰かなんて考えても見ませんでした。」「体力
的な面で動ける自分たちが率先して安否確認する
べきだと思った」などの感想が出ました。短時間の
イベントにも関わらず、通常の防災訓練では得られ
ない様々な気づきを得た様子が伺えました。こうし
た小さな気づきを地域の『防災まちづくり』につなげ
ていきたいと考えています。
1セットずつのパッケージに加えて、お試し用の10
セットパックも用意しています。無料で貸し出します
ので、高島平地域に住んでいる皆さんには、できれ
ば一回は体験していただきたいと考えています。地
域の防災訓練で使ってもらっても良いですし、単に
ゲームとして遊ぶということでも構いません。

☞貸出については表紙参照
高島平団地をきっかけにしてできたゲームですが、
災害時の安否確認は全国共通の課題です。高島平
以外の地域の方でも、問合せいただければ貸出し
等の対応を考えたいと思います。高島平発で全国
に広がれば良いですね。

● 高島平の防災まちづくりに向けて
高島平は団地のイメージが強いですが、戸建てや
一般のマンションも多く、そういう地区の防災も考え
ていく必要があります。現在、戸建て住宅版の「安
否確認ゲーム」の開発にも着手しています。
また、昨年の台風19号は、改めて大規模水害のリ
スクを感じる機会になりました。高島平は全体が低
地にあるため、特に戸建て住宅の方々は、洪水時に
は高台に避難する必要があります。この問題は高

台の上の地域と一緒に考えていかないといけませ
ん。ヘリテージプロジェクトでも触れられていました
が、もともと高台の上と下（高島平地域）はつながっ
た同じ地域でした。今は分断されてしまっています
が、改めてつながりをつくっていくとともに、避難の
判断や避難の方法について、地域ごとの決まりを
つくっていくことも必要だと考えています。

開発経緯　私たち大東文化大学環境創造学部飯塚ゼミでは、ゲームで遊ぶ体験を通して災害に備える力を身に
つけられる防災ゲームの研究を進めてきました。本ゲーム「対戦型災害サバイバルゲーム TENPEN」は，㈱
DNPメディアクリエイトとの産学連携共同研究の成果として 2016 年 3月に発表したものです。

【問合先】　大東文化大学環境創造学部　飯塚裕介
　　　　　電　話：０３－５３９９－７３５６（学部事務室）
　　　　　  H　P： https://meshitsukalab.blogspot.jp/
　　　　　メール：meshitsuka@ic.daito.ac.jp

このゲームは自然災害の「攻撃」を各種の防災対策で「防御」する
人間 vs 災害の対戦型ボードゲームです。

人間側プレイヤーは，災害による被害を受けないように
災害の次の展開を予測しながらゲームマップ上を動き回ります。
災害側プレイヤーは，災害を引き起こす自然災害の立場から，

　　　人間が被害を受けやすい状況を考えて災害を引き起こします。
　　　人間と災害の双方の視点から災害を疑似体験する経験を

通して防災意識を高めます。　　　　　　　　

山札 マップ 駒 サイコロ

事前対策カード
災害の展開を予測して
事前に行っておく対策。
裏返しで場に出しておく。

事後対策カード
発生した災害に対して
行う事後的な対策。

一次災害カード
地震や台風などを発生
させるカード。他の災害
を引き起こす要因となる。

災害シート
火災や土砂災害による
被害範囲を示すシート。

二次災害カード
火災や津波，大雨に
よる浸水など，一次
災害によって引き起
こされる災害を発生
させるカード。

ターンカウンター
各ターン後に駒を動か
してターン数を数える
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ゲーム開発を主導した飯塚裕介先生

都立高島高校で行った体験会（2020年1月）

一丁目町会で行った体験会（2019年2月）
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ゲームである以上、ゲーム自体が楽しくないといけ
ません。そのためには多少内容をそぎ落としてでも、
「またやりたい」と思ってもらえるようなものにしたい
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ンプルにしました。
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を振って出た目の数だけ移動や安否確認といった
アクションを行います。所定の回数（ターン数）以内
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れかを割り当てられており、それぞれに出た目でで
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意に応じた役割分担も重要となります。
このゲームで特に伝えたいことは、若者から高齢者
まで、それぞれにできることがあるということです。そ
れぞれが効果的に役割分担することで、建物全体
の安否確認が進むということです。

もう一つは、自分が無事であることを示すことで、無
事じゃない人の安否確認が速やかに終わるという
ことです。集合住宅では、安否確認シートを扉や郵
便ポストに掲示するルールをつくっているところが
ありますが、そのルールが浸透していないケースが
あります。このゲームでは、最初に安否確認がわ
かっている部屋が沢山あると早くクリアできるので、
そういうメッセージも伝えられると思います。誰でも
できる一番簡単なことは、自分が無事であることを
伝えることなのです。

● 多くの方に体験していただくために
2020年1月には、都立高島高校の授業の一環とし
て体験会を行いました。参加した高校生からは「安
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なるのを感じました」「今回の授業を受けなかったら
隣人が誰かなんて考えても見ませんでした。」「体力
的な面で動ける自分たちが率先して安否確認する
べきだと思った」などの感想が出ました。短時間の
イベントにも関わらず、通常の防災訓練では得られ
ない様々な気づきを得た様子が伺えました。こうし
た小さな気づきを地域の『防災まちづくり』につなげ
ていきたいと考えています。
1セットずつのパッケージに加えて、お試し用の10
セットパックも用意しています。無料で貸し出します
ので、高島平地域に住んでいる皆さんには、できれ
ば一回は体験していただきたいと考えています。地
域の防災訓練で使ってもらっても良いですし、単に
ゲームとして遊ぶということでも構いません。

☞貸出については表紙参照
高島平団地をきっかけにしてできたゲームですが、
災害時の安否確認は全国共通の課題です。高島平
以外の地域の方でも、問合せいただければ貸出し
等の対応を考えたいと思います。高島平発で全国
に広がれば良いですね。

● 高島平の防災まちづくりに向けて
高島平は団地のイメージが強いですが、戸建てや
一般のマンションも多く、そういう地区の防災も考え
ていく必要があります。現在、戸建て住宅版の「安
否確認ゲーム」の開発にも着手しています。
また、昨年の台風19号は、改めて大規模水害のリ
スクを感じる機会になりました。高島平は全体が低
地にあるため、特に戸建て住宅の方々は、洪水時に
は高台に避難する必要があります。この問題は高

台の上の地域と一緒に考えていかないといけませ
ん。ヘリテージプロジェクトでも触れられていました
が、もともと高台の上と下（高島平地域）はつながっ
た同じ地域でした。今は分断されてしまっています
が、改めてつながりをつくっていくとともに、避難の
判断や避難の方法について、地域ごとの決まりを
つくっていくことも必要だと考えています。



〒173-8501　東京都板橋区板橋二丁目 66番 1号
都市整備部 高島平グランドデザイン担当課
電話番号：03-3579-2183　FAX 番号：03-3579-5437
E メール：info@udctak. jp

問い合せ先

facebook facebook で最新情報を発信しています。
「UDCTak」で検索し、　　　　をクリック！いいね！

Homepage https://udctak. jp/
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